変な あたま 

—— 最近の 心境 を 語る —— 

辻 潤 

參本 文中、 底本の ルビ は 「(ルビ)」 の 形式で 処理した 

參本 文中、 〔》1〜3〕 は 底本からの 変更 部分に 関する 

入力 者 注 を 表す。 注 は ファイルの 末尾に 置いた。 

「最近の 心境 を 語る」 というの が 与えられた 題名な 

の だが 今のところ 別段 とりたてて 「心境」 という 程の 



纏まった 気持 も 抱いて はいない から 出 まかせに 書いて 

みょうと 思う の だ。 つま リ 頭が ひどく 空虚で、 ぼん や 

りして いると いうの がまち がいない 「心境」 なの だけ 

れど、 それで は あまり アツ ケ ないから どんな 程度に 空 

虚で ぼんやりして いるかと いう 説明の つもりで なに か 

書いて みょうと いうの だ。 今年の 六月の 初めに I 病院 

を 退院して から、 僕 はま だ 文章ら しい ものと いったら、 

「よみうり」 に 寄せた 十 枚の 原稿 以外に はなに も 書い 

ていないの だ。 なに か 書いて 見ようと いう 気持が 時々 

起らない でもない が、 どうも 変な こと を 書いて しまい 

そうな 不安が 伴って いつでも 中止して しまう の だ。 そ 



と 思う。 それに 長年の 習慣だった 飲酒 を 著しく 節して 

いるので 生理的に も かな リ 変化が 生じて どうも 甚だ 具 

合が よろし くないの だ。 めったに カゼな どひいた こと 

はなかった 〔※！〕 のに、 この頃で はすぐ と カゼ を ひ 

いてね たりす るの はま つ たく 酒 を 飲まない からだと 考 

えてい る。 しかし、 自分が またもと のように 酒 を 飲め 

ば 人に も 心配 を させ、 自分 も 亦 再び 瘋癲 病院の 住人に 

なる 恐れが あるから 謹 しんで いる 次第で は あるが —— - 

ま つ たく 厄介な ことにな つ てし ま つたと ッ クヅク いや 

になつ てし まう ので ある。 

さて、 世の中 は 愈々 益々 紛糾 錯綜 をき わめて ゆく ば 



も 同じく 飢餓に 瀕して いる —— まじめな 勤労の 人々 が 

無数に 飢えて いるの だ。 自分の ような 役に も 立たん 人 

間が 生きて いるの はまこと に 申し わけの ない 次第 だと 

思って いる。 そうして、 生きて いる 間 はこん な 愚痴 を 

並べた てるより 他に なんの 芸も 持ち合わせて はいない 

ので ある。 

》1= 底本の 「ひいた こに はなかった」 を 「ひいた こ 

とはなかった」 に 訂正 

※之卩 底本の 「わかなく」 を 「わからな く」 に 訂正 

※3= 底本 「なに か」 を 「なにが」 に 訂正 



底本： 「辻 潤 著作 集 2 癡 人の 独語」 オリオン 出版社 

1970 (昭和 化) 年 ー 月^日 初版 発行 

※この テキストに は、 差別用語に 該当すると 思われる 

語句が 使用され ている が、 作品が 発表され た 時代 背景 

を 考慮し、 そのまま とした。 

表現のお かしい 箇所 は、 「辻 潤 選集 玉 川 新 明 編」 五月 

書房、 19 81 (昭和が) 年^ 月：：： 日 初版 を 参照して 

111 正した 

人. R " et.vi. of nothing 

校正 " et.vi. of nothing 

ファイル 作成 ： et.vi.of nothing 
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この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



